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広報ふたば 平成３０年４月

　

は
じ
め
に
、
東
日
本
大
震
災
並
び
に
東
京
電

力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら

明
後
日
で
７
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
が
、
双
葉

町
の
早
期
の
復
興
へ
の
取
組
み
に
ま
い
進
す
る
と

と
も
に
、
改
め
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今

も
な
お
、
長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
９
日
招
集
の
平
成
30
年
第
１
回
双
葉
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
伊
澤
史
朗

町
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
各
種
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
双
葉
町
に
お
け
る

輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
農
道
原
田
・
前
田
線
の
整

備
と
合
わ
せ
て
町
道
山
田
・
郡
山
線
の
改
良
、

富
沢
橋
の
架
け
替
え
も
行
わ
れ
て
お
り
、
輸
送

の
安
全
対
策
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
廃
炉
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
原
子
炉
内
の
状
況
が
徐
々
に
判
明
す
る
な

ど
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
燃
料

デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、
原
発
周

辺
の
環
境
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域
へ
の
リ
ス
ク

低
減
の
上
で
安
全
か
つ
着
実
な
廃
炉
を
実
現
す

る
よ
う
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
平
成
30
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
第
二
次
）
の
基
本
目
標
と
し
て
「
町

の
再
興
」「
生
活
再
建
」「
町
民
の
き
ず
な
・
結

び
つ
き
」
の
３
つ
を
掲
げ
、
町
政
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
「
町
の
再
興
」
と
し
て
、
昨
年
ま
で
は

震
災
及
び
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・
再
興
の
た

め
の
計
画
づ
く
り
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
双
葉
町
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
に
掲
げ
た
施
策
の

具
現
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠

点
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
、
約
９
割
の
用
地
を
取
得
し
、
第
１
期

造
成
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
秋
、
冬
頃
の
一
部
供
用
開
始
を
目
指

し
、
引
き
続
き
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

同
拠
点
に
は
、
東
京
電
力
福
島
復
興
本
社
が

移
転
方
針
を
示
し
て
お
り
、
双
葉
町
と
し
て
も

平
成
31
年
度
末
頃
の
避
難
指
示
の
一
部
解
除
を

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
は
、
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
る
ア
ー
カ
イ
ブ

拠
点
施
設
を
中
心
に
復
興
を
遂
げ
る
双
葉
町

の
姿
を
広
く
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
町
内

復
興
拠
点
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
一
部
負
担
金
等
の
免
除
と
高
速
道

路
通
行
料
金
の
無
料
措
置
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
長
期
化
す
る
避
難
生
活
に
お
い
て
、
私

た
ち
が
最
も
身
近
で
必
要
と
す
る
支
援
措
置

は
、
医
療
費
一
部
負
担
金
等
の
免
除
と
高
速
道

路
通
行
料
金
の
無
料
措
置
の
継
続
で
あ
り
ま

す
。
医
療
費
に
つ
い
て
は
１
年
間
の
延
長
、
高

速
道
路
通
行
料
金
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
２
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
措
置
は
避
難
生

活
が
続
く
限
り
、
継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
関
係
町

村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
強
く
要
望
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
中
間
貯
蔵
施
設
関
連
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
、
双
葉
町
・
大
熊
町
に
建
設
中

の
中
間
貯
蔵
施
設
で
、
双
葉
町
側
の
「
受
け
入

れ
・
分
別
施
設
」
の
運
転
及
び
「
土
壌
貯
蔵
施

設
」
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

間
貯
蔵
施
設
用
地
の
状
況
で
す
が
、
中
間
貯
蔵

施
設
用
地
の
提
供
者
へ
の
弁
護
士
相
談
窓
口
の

開
設
な
ど
に
よ
り
、
地
権
者
の
不
安
や
悩
み
の

解
消
を
図
っ
て
き
た
効
果
も
あ
り
、
今
年
の
２

月
末
現
在
の
速
報
値
が
、
民
有
地
１
，２
７
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
契
約
済
み
が
８
４
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
66
．５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地

権
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
環
境
省
に
は
、
地

権
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
引
き
続

き
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
間
貯
蔵
施
設
用
地
の
確
保
が
進
む

中
で
、
除
染
土
壌
等
の
輸
送
の
た
め
交
通
量
の

増
大
に
伴
う
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
道
路
整

　

早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
就
任
二
期
目
に

入
っ
て
か
ら
１
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
期
目
の
平
成
26
年
を
復
興
元
年
と
位
置
付

け
し
、
町
立
学
校
の
再
開
、
双
葉
町
復
興
ま
ち

づ
く
り
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
復
興
公
営
住

宅
と
双
葉
町
外
拠
点
の
早
期
整
備
、
中
間
貯
蔵

施
設
へ
の
対
応
、
災
害
記
録
誌
の
発
行
な
ど

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
震
災
か
ら
８
年
目
を
迎
え
た
本
年

を
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化
元
年
と
位
置

付
け
し
、
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第

二
次
）
を
踏
ま
え
た
各
種
事
業
の
具
現
化
が
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
放
射
能
に
よ
る
汚
染
と
い
う
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
事
態
か
ら
の
復
興
・
再
生
に

は
、
長
い
年
月
を
要
す
る
と
し
て
も
決
し
て
諦

め
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
放
射
線
量
の
低
減
の

状
況
を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
、
韓
国
の
平
昌
で
開
催
さ
れ
た

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
金
メ
ダ
ル
に
輝
い

た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生
結
弦
選
手
や

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
小
平
奈
緒
選
手
を
は
じ

め
日
本
選
手
の
活
躍
が
私
た
ち
に
多
く
の
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
２
年
後
に
迫
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
日

本
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
復
興
五
輪
と
さ
れ
て
い
る
東
京
オ
リ
ン
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見
据
え
て
、
企
業
等
誘
致
活
動
を
強
化
し
、
町

の
復
興
を
牽
引
す
る
「
働
く
拠
点
」
と
し
て
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
「
情
報
発
信
拠
点
」
と
し
て
の
県
の

ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設
、
及
び
町
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
開
所
を
目
指

し
、
復
興
を
遂
げ
る
町
の
姿
を
発
信
で
き
る
よ

う
同
じ
く
県
事
業
で
あ
る
復
興
祈
念
公
園
に
つ

い
て
は
一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、
国
、
県
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
復
興
拠
点
の
広
が
り
と
し
て
長
塚
寺
内

前
地
区
に
、
津
波
で
墓
地
を
失
っ
た
方
や
中
間

貯
蔵
施
設
用
地
と
し
て
協
力
さ
れ
た
方
、
墓
地

の
移
転
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
に
分
譲
す
る
た

め
「
共
同
墓
地
」
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
工

事
が
完
了
し
、
準
備
が
整
い
次
第
、
受
け
付
け

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
（
仮
称
）
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

工
事
は
、
平
成
31
年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指

し
、
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
（
仮
称
）
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
県

道
井
手
長
塚
線
、
広
野
小
高
線
を
結
ぶ
復
興
シ

ン
ボ
ル
軸
の
長
塚
地
区
に
お
い
て
、
用
地
の
取

得
と
工
事
の
一
部
着
工
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

町
内
並
び
に
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
重

要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い

き
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
31
日
か
ら
４
月
１
日
に
か
け

て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
帰

還
困
難
区
域
を
除
く
避
難
指
示
区
域
が
、川
俣
、

浪
江
、
飯
舘
、
富
岡
の
４
町
村
で
解
除
さ
れ
、

計
12
市
町
村
に
設
定
さ
れ
た
避
難
指
示
区
域
は

約
３
割
ま
で
縮
小
い
た
し
ま
し
た
。
双
葉
町
で

は
、
改
正
・
福
島
復
興
特
別
措
置
法
の
成
立
を

受
け
て
、
平
成
28
年
に
策
定
し
た
双
葉
町
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
を
踏
ま
え
な
が

ら
「
双
葉
町
・
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興

再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
昨
年
９
月
に
内
閣
総

理
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
計
画
に
基
づ

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
交
流
機
会
の
確
保
並
び
に
各
行
政
区

に
お
け
る
き
ず
な
、
結
び
つ
き
の
維
持
を
図
る

た
め
、
地
区
総
会
開
催
に
お
け
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
、
宿
泊
費
に
つ
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
補

助
金
の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
未
請
求
者
に
対
す
る
個
別
相
談
会
等
を
実

施
し
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

双
葉
町
に
お
い
て
も
昨
年
は
、
震
災
後
初
と

な
る
町
民
参
加
の
体
育
行
事
と
し
て
「
ふ
た
ば

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
た
ば
」
を

い
わ
き
市
南
部
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催
し

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
再
会
を
懐
か
し
む
と

と
も
に
、
避
難
生
活
の
中
で
の
運
動
不
足
を
解

消
し
よ
う
と
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
町
民
の
き
ず
な
の
維
持
発

展
並
び
に
明
る
く
元
気
な
生
活
を
送
る
上
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
に
続
き
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
30
年
度
の
主
な
取
り
組
み
を
述

べ
ま
し
た
が
、
町
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は

引
き
続
き
議
会
と
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
第
二
次
）
を
基
本
と
し
て
、
各
種
事

業
の
具
現
化
に
向
け
て
職
員
一
同
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

定
復
興
再
生
拠
点
の
整
備
や
町
民
の
皆
さ
ま
の

住
宅
再
建
、
及
び
税
制
上
の
優
遇
措
置
と
の
関

連
か
ら
、
損
壊
調
査
の
委
託
料
の
大
幅
な
増
額

に
よ
り
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
外
に
お
け
る
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、
い

わ
き
市
勿
来
地
区
復
興
公
営
住
宅
が
、
３
月
か

ら
入
居
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と

し
て
も
整
備
主
体
で
あ
る
県
及
び
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
医
療
施
設
、
高
齢
者
サ
ポ
ー

ト
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

居
住
者
の
安
全
、
安
心
の
確
保
と
利
便
性
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
郡
山
市
内
に
開
所
し
た
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
た
ば
」
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
せ
ん
だ
ん
」、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
せ
ん

だ
ん
の
家
」
が
い
わ
き
市
内
に
そ
れ
ぞ
れ
開
所

し
、
福
祉
介
護
施
設
の
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
福
祉
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
「
町
民
の
き
ず
な
・
結
び
つ
き
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
、
震
災
か
ら
平

成
28
年
12
月
ま
で
を
振
り
返
り
「
双
葉
町
東
日

本
大
震
災
記
録
誌　

後
世
に
伝
え
る
震
災
・
原

発
事
故
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
時
折
、
記
録
誌
を
見
開
い
て
い
た
だ
き
、

震
災
の
爪
痕
と
原
発
事
故
に
よ
る
過
酷
な
避

難
生
活
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
全
国
に
避
難
し
て

い
る
町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
毎
月
の
広
報
ふ

た
ば
の
動
画
版
を
制
作
、
配
信
し
、
町
か
ら
の

情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
避
難
生
活
の
長
期
化
や
広
域
化
に

よ
り
、
町
行
政
と
町
民
、
町
民
相
互
の
き
ず

な
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
交
流
機
会
の
創
出
に
向
け
た
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
行
政
情
報
の
円
滑
な
伝
達
手
段
と

き
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
の
一
部
区
域
と
町
内
の

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
つ
い
て
平
成
31
年

度
末
頃
ま
で
の
先
行
的
な
避
難
指
示
の
解
除
を

目
指
す
と
と
も
に「
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
」

の
約
５
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
染
、
建
物
解
体

と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
、
平
成
34
年
春
頃

こ
の
区
域
全
体
の
避
難
指
示
解
除
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
第
一
前
田
川
橋
梁
工
事
が

完
成
し
、
平
成
31
年
度
末
の
全
線
開
通
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
水
戸
支
社
と
締
結
し
た
「
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
西

自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
の
整
備
に
関
す
る
協

定
書
」
に
基
づ
き
、
双
葉
駅
の
東
西
を
繋
ぐ
自

由
通
路
を
整
備
、
駅
舎
を
橋
上
化
し
、
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
の
全
線
開
通
に
合
わ
せ
た
平
成
31
年
度
末

の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
昨
年
12
月
25
日
に
双
葉
町
特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
被
災
建
物
解
体
撤
去
等
及
び
除

染
工
事
が
町
道
鴻
草
寺
松
線
等
で
着
手
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
な
ど
の
整
備

と
一
体
的
に
進
め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
特
定

復
興
再
生
拠
点
内
の
駅
東
を
中
心
と
し
た
約
90

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
染
・
建
物
解
体
に
つ
い
て
も

年
度
内
の
着
工
を
目
指
し
て
現
在
同
意
取
得
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
双
葉
駅
西
側
地
区
生
活
拠
点
の
都
市

計
画
決
定
を
踏
ま
え
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
の
決
定
後
は
、
福
島
県
の
事
業
認
可

を
経
て
、
事
業
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
34
年
度
頃
の
入
居
開
始
を
目
指
し
、
同

区
域
に
は
街
区
道
路
、
住
宅
団
地
、
災
害
公
営

住
宅
、
福
島
再
生
賃
貸
住
宅
や
官
民
複
合
施
設

な
ど
「
住
む
拠
点
」
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
「
生
活
再
建
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
家
屋
の
被
害
認
定
調
査
に
つ
い
て
は
、
特

3 広報ふたば



広報ふたば 平成３０年４月

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

７
年
を
経
た
３
月
11
日
、
い
わ
き

市
の
ラ
イ
フ
ケ
ア
勿
来
会
堂
に
お

い
て
遺
族
の
方
や
関
係
者
が
参
列

し
、
東
日
本
大
震
災
双
葉
町
追
悼

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町

で
は
、
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た

津
波
な
ど
が
原
因
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
が
20
人
、
今
も
な
お
行
方

不
明
の
方
が
１
人
、
震
災
関
連
死

と
し
て
認
定
さ
れ
た
方
が
２
月
末

現
在
１
４
７
人
と
な
っ
て
お
り
、

会
場
内
に
お
名
前
が
掲
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
２
時
40
分
よ
り
国
の
東
日

本
大
震
災
７
周
年
追
悼
式
を
会
場

内
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
で
中
継

し
、
参
列
者
は
中
継
映
像
に
合
わ

せ
て
国
歌
斉
唱
を
行
っ
た
あ
と

午
後
２
時
46
分
か
ら
犠
牲
者
の

ご
冥
福
を
祈
り
１
分
間
の
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
の
追
悼
式
は
金
田

勇
副
町
長
の
開
式
の
辞
に
続
き
、

伊
澤
史
朗
町
長
が
「
犠
牲
に
な
ら

れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
ま
す
。
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
７
年
の
年

月
を
経
て
も
な
お
、
大
切
な
家
族

を
突
然
失
っ
た
悲
し
み
は
あ
ま
り

に
も
深
く
、
心
の
傷
は
癒
え
て
い

な
い
も
の
と
お
察
し
い
た
し
ま

す
。
私
た
ち
も
そ
の
悲
し
み
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
町
の
復
興
、
そ

し
て
町
民
一
人
ひ
と
り
の
心
の
復

興
の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
や
ご
遺

族
に
対
し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
清
一
町
議
会

議
長
、
安
澤
実
双
葉
警
察
署
浪
江

分
庁
舎
所
長
、
大
和
田
仁
双
葉
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

消
防
長
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
ら

れ
、
参
列
者
は
白
い
菊
の
花
を
祭

壇
に
献
花
し
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
を
し
の
び
ゆ
っ
く
り
と
手
を

合
わ
せ
ま
し
た
。

～～ 震災から７年の月日が流れて  震災から７年の月日が流れて ～

－

東
日
本
大
震
災

　
　

双
葉
町
追
悼
式

－

～ 震災から７年の月日が流れて ～
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双
葉
町
埼
玉
自
治
会

～
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
～

　

３
月
11
日
、
双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会
加

須
事
務
所
に
お
い
て
、
双
葉
町
埼
玉
自
治
会

の
主
催
に
よ
り
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
式
が

行
わ
れ
、
約
１
３
０
人
の
方
々
が
訪
れ
ま
し

た
。
藤
田
博
司
双
葉
町
埼
玉
自
治
会
長
が

「
あ
の
大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
７
年
が
経

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
抱
え
な
が
ら
の
避

難
生
活
で
す
が
、
こ
の
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
加
須
市
長
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
が
あ
っ

て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
前
向

き
な
気
持
ち
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
午
後
２
時
46
分
双
葉
町
の
方
角
に

向
か
っ
て
津
波
の
犠
牲
者
、
避
難
中
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
い
わ
き
市
南
台
応

急
仮
設
住
宅
第
３
集
会
所
に
お

い
て
、
花
び
ら
な
ど
で
描
く
花
絵

「
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
」
を
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
制
作
す
る
イ
ベ
ン

ト
、
フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー
ル
が
双
葉

町
復
興
支
援
員
の
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
今
年
で
２
年
目
と
な
り
、
日

本
で
の
第
一
人
者
と
な
る
花
絵
師

藤
川
靖
彦
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
声
を
か
け

合
い
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
、
花

び
ら
や
色
砂
を
用
い
て
双
葉
町
の

四
季
を
テ
ー
マ
に
し
た
花
絵
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
約
60
人
が
参
加
し
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
で
子
ど
も
の
成
長
に
驚

く
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
場
に
は
、
祭
壇
・
献
花
台

が
設
置
さ
れ
、
夢
ふ
た
ば
人
主
催

の
追
悼
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

谷
祥
久
夢
ふ
た
ば
人
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
午
後
２
時
46
分
に

花
絵
の
前
で
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
犠
牲
者
に
対
し
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

３．１１３．１１　フラワーズエールフラワーズエール －花びらで描く双葉町の四季－－花びらで描く双葉町の四季－

右上：町の花、桜（春）　左上：マリーンハウスふたば、じゃんがら
念仏踊り（夏）　左下：町民体育祭、大銀杏（秋）　右下：奉納神楽（冬）

３．１１３．１１　フラワーズエールフラワーズエール －花びらで描く双葉町の四季－－花びらで描く双葉町の四季－３．１１　フラワーズエール －花びらで描く双葉町の四季－
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現
在
、
双
葉
町
立
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉

南
小
学
校
、
双
葉
北
小
学
校
、
双
葉
中
学
校

に
在
校
す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
数
は
47

名
と
な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
の
教

育
環
境
を
整
え
、
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る

英
語
教
育
の
充
実
や
双
葉
町
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
等
の
継
承
へ
の
取
り
組
み
な
ど

少
人
数
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
25
日
に
双
葉
町
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
被
災
建
物
等
解
体
撤
去
等
及
び
除
染
工

事
（
そ
の
１
）
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
沿
線
な
ど
の
除
染
・
建
物

解
体
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
復
興
拠
点
内
の
駅
東
を
中
心
と
し
た
90

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
染
・
建
物
解
体
を
行
う
工

事
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て
も
、
現
在
同
意
取

得
が
行
わ
れ
て
お
り
、
年
度
内
を
目
途
に
除

染
・
解
体
作
業
が
着
手
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

１
月
３
日
、
い
わ
き
市
に
お
い
て
「
平
成

30
年
双
葉
町
成
人
式
」
を
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。
震
災
当
時
中
学
１
年
生
だ
っ
た
新
成
人

47
名
が
出
席
し
ま
し
た
。代
表
者
に
よ
る「
誓

い
の
言
葉
」「
は
た
ち
の
夢
・
希
望
」
の
発

表
が
行
わ
れ
、
成
人
者
と
し
て
の
決
意
や
ふ

る
さ
と
双
葉
町
の
復
興
に
向
け
た
思
い
が
述

べ
ら
れ
、
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
成

人
式
終
了
後
、
賀
詞
交
換
会
を
開
催
し
、
多

く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
、
町

の
復
興
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

１
月
６
日
、
７
日
の
両
日
、
夢
ふ
た
ば
人

の
主
催
に
よ
る
「
双
葉
町
ダ
ル
マ
市
」
が

い
わ
き
市
南
台
応
急
仮
設
住
宅
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
奉
納
神
楽

や
ダ
ル
マ
み
こ
し
、
巨
大
ダ
ル
マ
引
き
の
ほ

か
、
双
葉
町
民
俗
芸
能
発
表
会
や
双
葉
町
芸

術
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
第

28
回
双
葉
町
芸
能
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
民
俗
芸
能
発
表
会
に
は
２
団
体
、
芸
能

発
表
会
に
は
４
団
体
が
出
演
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
の
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
場
者
か
ら
は
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に

は
、
県
内
外
の
避
難
先
か
ら
訪
れ
た
町
民
や

地
域
の
方
々
が
縁
起
物
の
ダ
ル
マ
を
買
い
求

め
る
な
ど
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
６
年
10
カ
月
に

あ
た
る
１
月
11
日
に
は
、
中
野
地
区
復
興
産

業
拠
点
整
備
事
業
の
起
工
式
に
先
立
ち
、
福

島
県
警
の
協
力
の
も
と
町
職
員
、
町
議
会
議

員
、
町
消
防
団
員
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加

し
て
区
域
内
の
一
斉
捜
索
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
地
震
発
生
の
午
後
２
時
46
分
に
は
現

地
で
黙
と
う
を
捧
げ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

町
の
復
興
を
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
整

備
に
係
る
起
工
式
を
現
地
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
国
、
県
、
町
な
ど
の
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

翌
日
の
29
日
に
は
、
東
京
電
力
が
福
島
復

興
本
社
を
２
０
２
０
年
を
目
途
に
中
野
地
区

へ
移
転
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
福
島

復
興
本
社
に
は
町
の
復
興
を
け
ん
引
す
る
中

野
地
区
立
地
企
業
の
な
か
で
も
特
に
そ
の
核

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
企
業
誘
致

第
１
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

12
月
定
例
会
以
降
の
行
政
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

－

町
立
学
校

－

－

成
人
式
・
賀
詞
交
換
式

－

－

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
一
斉
捜
索

－

－

双
葉
町
ダ
ル
マ
市

－

－

被
災
建
物
等
解
体
撤
去
等
及
び

　

除
染
工
事

－

－

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業
起
工
式

－

行 

政 

報 

告
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平成３０年４月

に
つ
い
て
は
、
２
月
14
日
、
16
日
に
い
わ
き

市
、
東
京
都
で
立
地
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
意
向
調
査
で

立
地
に
関
心
を
示
さ
れ
て
い
る
町
内
事
業
者

や
企
業
に
対
し
て
３
月
下
旬
か
ら
個
別
面
談

を
行
い
、
詳
細
協
議
の
上
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
平
成
30
年
度
の
一
部
供
用
開
始
に
向

け
立
地
企
業
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

２
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
町
道
山
田
・
石
熊
線
外
２
路
線

内
、
６
カ
所
の
道
路
災
害
査
定
が
実
施
さ

れ
、
国
費
負
担
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
災
害
復
旧
等
を
実

施
し
、
双
葉
町
の
復
興
を
加
速
さ
せ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
復
興
公
営

住
宅
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
き
市

勿
来
酒
井
団
地
の
整
備
が
進
み
、
２
月
26
日

に
木
造
戸
建
て
住
宅
の
入
居
者
に
対
す
る
鍵

引
渡
し
式
が
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
地
元
い
わ
き
市
を
は
じ
め
国
、
県
な

ど
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

勿
来
酒
井
団
地
で
は
、
３
月
以
降
集
合
住

宅
へ
の
入
居
が
順
次
始
ま
る
と
と
も
に
、
双

葉
町
の
町
外
拠
点
と
し
て
双
葉
郡
立
診
療

所
、
双
葉
町
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
施
設
や
商

業
施
設
な
ど
の
生
活
関
連
機
能
が
整
備
さ

れ
ま
す
。
避
難
者
の
皆
さ
ま
が
今
後
の
生
活

再
建
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す

機
会
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
か
れ
、
安
心
し
て
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

駅
西
側
地
区
生
活
拠
点
等
の
整
備
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
駅
西
側
の
新
市
街
地

ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
新
た
な
生
活
拠
点
等
と

し
て
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
２
月
17
日
、

18
日
に
郡
山
市
と
い
わ
き
市
で
都
市
計
画
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２

月
19
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
実
施
し
た
都
市

計
画
図
書
の
縦
覧
を
経
て
、
３
月
７
日
に
双

葉
町
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
３
月
28
日
に
開
催
予
定
の
双

葉
町
復
興
整
備
協
議
会
を
経
て
、
町
と
し
て

都
市
計
画
を
決
定
し
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

－

被
災
道
路
災
害
査
定

－

－

双
葉
町
・
駅
西
地
区
生
活
拠
点
の

都
市
計
画
等
に
関
す
る
説
明
会

－

－

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地

－

生活サポート補助金生活サポート補助金（平成３０年度分）（平成３０年度分）の申請受付を開始しますの申請受付を開始します

■開設場所：双葉町　いわき事務所　住民生活課内
■相談時間：午前８時３０分 ～ 午後５時
　　　　　　（土・日・祝日、１２月２９日 ～１月３日を除く）
※ご相談の際には、お送りしました申請書等をご持参ください。

　平成２８年度分の申請受付期間は平成３１年３月３１日までとなっておりますので、
申請忘れのないようご注意ください。

■フリーダイヤル：０１２０－２８０－７０７
■受付時間：午前９時 ～ 午後６時（土・日・祝日、１２月２９日～１月３日を除く）

平成３０年５月７日（月）から申請受付を開始いたします。

詳しくは４月下旬にお送りします生活サポート補助金申請書類等をご確認ください。

平成２８年度、平成２９年度の申請はお済みですか？

生活サポート補助金コールセンター

生活サポート補助金相談窓口

生活サポート補助金（平成３０年度分）の申請受付を開始します

7 広報ふたば



広報ふたば 平成３０年４月

～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育長

　平成３０年度がスタートしました。前回「１月をいく月、２月をにげる月、３月をさる月」と言
う話をしたとおり、あっという間に日にちが経って新年度を迎えました。学校では、新入生はもち
ろん、進級した在校生を迎え入れる準備をしております。そして、４月６日（金）の双葉町立幼稚
園及び小・中学校の入園式、入学式、始業式の準備を進めているところです。特に新入生の皆さん
は夢と希望に胸を膨らませ学校生活を楽しみにしていると思います。在校生を含め全教職員であた
たかくお迎えしますので、保護者の皆さまからも励ましの言葉と最終の確認をお願いいたします。
教職員の組織も新体制になりましたので、次号にてご報告したいと思います。
　また、生涯学習に係る各自治会や婦人学級におきましても、新年度の組織並びに年間計画の策定
をよろしくお願いいたします。生涯学習・社会教育・学校教育に携わる人々が一体となって連携協
力し、幼児期から義務教育、義務教育から生涯学習へと学びが連続的に繋がり充実するよう、教育
委員会としましても全力でサポートしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　２月２２日（木）、町立学校仮設校舎で歴史遺産の三次元映像体験が行われました。これは、東
北大学の協力により国指定史跡の「清戸 横穴」のデータを収集し映像制作が実現しました。ふる
さとの歴史遺産を児童生徒の皆さんと先生方が体験し、子どもたちは「ぜひ、実物も見たい」と感
想を述べていました。さらに、３月１８日（日）には双葉町いわき事務所で一般向けとして「清戸
横穴」に加えて「マリーンハウスふたば」の視聴会も行われました。双葉町では、震災アーカイ

ブズ事業として町内文化財及び震災遺産等の資料収集に取り組んでいるところです。

　３月１４日（水）、双葉町婦人会（中村富美子会長）から代表４人の方が双葉町教育委員会いわき
事務所を訪れ、会員の皆さんが一つひとつ丁寧に手作りした交通安全のストラップを寄贈していた
だきました。コーヒーミルクの容器を加工して可愛らしい帽子の形に作られたストラップは、入学
式・始業式に双葉町立学校の園児・児童・生徒の皆さんにお届けし、交通安全に役立ててまいりた
いと思います。ありがとうございました。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

双葉町婦人会から事故防止（帽子）ストラップの贈呈双葉町婦人会から事故防止（帽子）ストラップの贈呈

双葉町の歴史遺産を三次元（３Ｄ）で映像体験双葉町の歴史遺産を三次元（３Ｄ）で映像体験

夢と希望のある「学び」へ

双葉町婦人会から事故防止（帽子）ストラップの贈呈

双葉町の歴史遺産を三次元（３Ｄ）で映像体験
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平成３０年４月

【問い合わせ先】

▼ 申し込みはお早めに ▲

■問い合わせ先

■対象となる方
■窓口での申込

住民生活課

新共同墓地の名称・使用料が決まりました新共同墓地の名称・使用料が決まりました

・永代墓　６万円
　　　　　（家族や親類でお墓を継承する人がいない方向けです）

　寺内前霊園の申し込み方法については決まり次第、広報紙・ホームページでご案内いたしますので、
完成までしばらくお待ちください。

（完成イメージ） （平成３０年２月撮影）

・納骨墓　１年間預り料金３，０００円　要保証金３万円
　　　　　（お骨を最大１０年間預けることが可能です）

・区画墓　永代使用料２４万５，０００円（全２５８区画　広さ：２m×３m）
　　　　　永代管理料３万円（もしくは、１年当たり１，５００円）

「双葉町寺内前霊園」（長塚字寺内前地内）■名　称
■使用料

新共同墓地の名称・使用料が決まりました

☎０２４６－８４－５２０６

「ふるさと帰還通行カード」「ふるさと帰還通行カード」
申込受付中申込受付中

NEXCO東日本お客さまセンター …
いわき事務所総務課 …………………
郡山支所生活支援課 …………………
埼玉支所生活支援課 …………………

・カード発行に関すること
・申し込みに関すること

震災時に双葉町に居住していた方で、双葉町が発行する被災証明書をお持ちの方

いわき事務所、郡山支所、埼玉支所の３カ所（受付時間　８：３０～１７：１５）
※郵便による受付は、いわき事務所のみとなります。

　平成３０年７月１日からの高速道路無料措置の適用方法の変更に伴い「ふるさと帰還通行カード」が必要
となるため、町ではカードの利用申し込みを受け付けています。
　カードがお手元に届くまでには、申し込みから２カ月程度かかります。５月以降に申込みの場合は、お届
けが７月以降となる場合がありますので、お早めの申し込みをお願いします。
　なお、カードをお持ちでない場合、平成３０年７月１日以降の高速道路通行料金は有料となります。
　利用申込書は、ふたばのわ第５１号（１／１５発行）に折り込みしていますが、申込用紙が不足または紛失
した場合などは再送付いたします。

☎ 0570－024－024
☎ 0246－84－5201
☎ 024－973－8090
☎ 0480－53－7780

「ふるさと帰還通行カード」「ふるさと帰還通行カード」
申込受付中申込受付中

「ふるさと帰還通行カード」
申込受付中

9 広報ふたば
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平成３０年４月から双葉町役場つくば連絡所の開設日、開設時間を下記により変更します。

月曜日 ～ 水曜日（週３日） 午前９時００分 ～ 午後５時００分

双葉町役場つくば連絡所　開設日、開設時間の変更について双葉町役場つくば連絡所　開設日、開設時間の変更について

国民年金保険料「学生納付特例制度」について国民年金保険料「学生納付特例制度」について
～４月より新年度の申請受付が始まります～～４月より新年度の申請受付が始まります～

　学生納付特例制度とは、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、申
請により国民年金保険料の納付が猶予される制度です。申請書の受付は、役場または最寄りの年金事務所
となります。

※ 学生でも上記制度に該当しない方、学生の方以外で国民年金保険料の納付が困難な方は、申請により
保険料が免除・納付猶予される制度もありますのでご相談ください。

・ 学生納付特例制度を受けた月以降の１０年以内であれば保険料を追納ができます。
　追納することで将来の年金額を増やすことができます。
　（ただし、３年目以降に追納するときは、当時の保険料に加算額が上乗せされます。）

平成３０年度保険料：月額１６，３４０円です。

大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校（※）に在学する学生の方です。
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程

【対象になる方】

学生納付特例が承認になった期間は、将来受け取る年金の受給資格期間は確保されますが、保険料を
全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額が少なくなります。

【追納制度（後払い）について】

学生本人の前年所得が１１８万円以下
（ただし、学生に扶養家族がいる場合は、基準額が変わります。）

【所得のめやす】

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係　☎ ０２４６－８４－５２０５

【問い合わせ先】 生活支援課 埼玉支所　☎０４８０－５３－７７８０

そこで社会人になってから・・・

双葉町役場つくば連絡所　開設日、開設時間の変更について

開 設 日 開設時間

～４月より新年度の申請受付が始まります～
国民年金保険料「学生納付特例制度」について

　震災の影響による破損・劣化等が激しいことにより、双葉町公民館・体育館の解体工事を行って
おります。一時立ち入り等の際は十分ご注意ください。
　大変ご迷惑をお掛けいたします。よろしくお願いいたします。

【問い合わせ先】 総務課　管財係　所在地　☎０２４６－８４－５２０１

双葉町公民館・体育館解体工事のお知らせ双葉町公民館・体育館解体工事のお知らせ双葉町公民館・体育館解体工事のお知らせ
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　国民健康保険にご加入の方で、就職等により社会保険へ加入された方は、国民健康保険の
資格喪失手続きをご自身で行う必要があります。社会保険に加入しても、国民健康保険の資
格喪失の手続きは自動では行われません。手続きが遅れますと、医療費の全額返還等の不利
益を被ることがありますので、速やかに手続きを行ってください。
　国民健康保険の資格喪失の手続きは、「国民健康保険被保険者異動届」に記入・押印し、
国民健康保険を喪失する方全員分の新しい保険証のコピー（保険証が交付前の場合は加入
を証明するもの）・国民健康保険の保険証・免除証明書を添付して、下記まで提出してくだ
さい。郵送でも手続きすることができます。
　また、国民健康保険の保険証を使用して受診している医療機関がある場合は、窓口で保
険証の変更をお伝えください。社会保険については、お勤めの会社・事業所等へご確認く
ださい。

　国民健康保険に加入されている方が第三者（自分以外の人）の過失による行為で負傷した
場合、保険証を使用して治療を受けることができますが、本来その治療費は加害者が負担す
べきものです。そのため、双葉町が治療費を一時的に立て替え払いし、後日加害者に請求す
ることになります。第三者（自分以外の人）の過失による行為で負傷し、保険証を使用して
治療を受ける場合には、「第三者行為による傷病届」等の提出が必要になりますので、必ず
速やかに健康福祉課までご連絡ください。
　ただし、加害者から治療費を受け取った場合や労災保険適用の対象となる場合には、保険
証は使用できませんので、ご注意ください。

　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許期間を過ぎたあと、新薬と同じ有効成分で製造した
薬のことです。新薬に比べ、開発費を抑えられるため、安価に作ることができます。ジェネ
リック医薬品を選択すると医療費を減らすことにつながります。希望される方は、医療機関
受診や調剤の際に医師・薬剤師へ相談してください。双葉町の医療費削減にご協力をお願い
します。

交通事故、傷害行為によるケガ、他人のペットによるケガ、スキー・スノーボードなどの
接触事故、飲食店での食中毒

【問い合わせ先】 健康福祉課　国保年金係　所在地　〒９７４－８２１２　福島県いわき市東田町二丁目１９－４
☎ ０２４６－８４－５２０５

双葉町国民健康保険からのお知らせ
社会保険に加入された方は資格喪失の手続きを行ってください

第三者行為による交通事故などにあった場合はご連絡ください

ジェネリック医薬品を活用しましょう

【第三者行為に該当する事例】

11 広報ふたば



広報ふたば 平成３０年４月

福島県相双農林事務所　 富岡林業指導所

双葉町農業委員会事務局（双葉町産業課内）

出荷制限品目については、随時更新されることから必ず確認を行ってください。
モニタリング結果は新聞や福島県ホームページなどで公開されています。
出荷制限品目については、食品中の放射性セシウム基準値１００Ｂｑ／ｋｇ以下であっても、出荷を行わないでください。
山菜（上記品目以外の山菜についても）を出荷する場合は、最寄りの農林事務所へお知らせいただくとともに、モニタ
リング検査にご協力をお願いします。
自家消費用の山菜・たけのこについては、各市町村で放射性物質の検査を行っていますので、お問い合わせください。
畑等で生産する「栽培のもの」の山菜については、「野生のもの」と取扱いが違いますので、最寄りの農林事務所へ御
相談ください。

　山菜・たけのこのシーズンを迎えました。
　福島県におきましては、山菜やたけのこ１５品目の放射性物質のモニタリング検査を行っており、食品
中の基準値を超える放射性セシウムが確認された山菜やたけのこについては、複数の市町村で、出荷制限
が継続しています。
　出荷制限の状況につきましては、福島県ホームページなどでご確認ください。

　また、モニタリング品目は以下のとおりです。

山菜・たけのこの採取・出荷等について

　今年度も、山菜・たけのこについて、採取が本格化する前にモニタリング検査を実施し、その結果を
皆様にお知らせしております。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、山菜・たけのこを採取する際には下記の点にご注意ください。

うど、うわばみそう、おおばぎぼうし（うるい）、くさそてつ（こごみ）、
こしあぶら、さんしょう、ぜんまい、たらのめ、ふき、ふきのとう、
みやまいらくさ（あいこ）、もみじがさ（しどけ）、わらび

《春取り山菜》（１３品目）…

………たけのこ（孟宗竹、淡竹、真竹）、ねまがりたけ《たけのこ》（２品目）

福島県ホームページアドレス（ふくしま新発売） http://www.new-fukushima.jp/

【 山菜・たけのこに関する問い合わせ先 】

【 問い合わせ先 】

☎ ０２４０－２３－６０８４

☎ ０２４６－８４－５２１４

ＦＡＸ ０２４０－２５－８５５３

● 募集期間
● 募集人数

● 任　　期

● 報　　酬

　平成２８年４月に「農業委員会等に関する法律」が改正され、農業委員の選出方法が、公選制を廃止し、
町長が町議会の同意を得て任命する方法に変更となりました。
　また、農業委員とは別に、農地等の利用の最適化を積極的に推進のための現場活動を行う農地利用最適化
推進委員が新設されました。
　現在の農業委員の任期後には、改正法による新制度での農業委員会体制となるため、農業委員と農地利用
最適化推進委員を募集します。

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します

○
○
○
○

○
○

：平成３０年４月２日（月）～ 平成３０年５月２日（水）
：農業委員　８人
：農地利用最適化推進委員３人（担当区域として羽鳥区域に２人、両竹、浜野区域に１人を募集します。）
：農業委員　平成３０年７月８日から３年間
　農地利用最適化推進委員　農業委員会による委嘱の日から農業委員の任期満了日まで
：農業委員、農地利用最適化推進委員ともに　年額１８９，０００円
　ただし、会長職、会長職務代理者の報酬年額は異なります。
　また、活動実績等により能率給が加算されて支払われます。

：詳細につきましては、町ホームページでの募集要項等をご覧ください。
： 募集要項等につきましては、双葉町いわき事務所、双葉町埼玉支所、双葉町郡山支所へ備え
付けてあります。

● 申し込み方法
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平成３０年４月

　

３
月
13
日
、
町
立
学
校
仮
設
校
舎
体
育

館
に
お
い
て
双
葉
中
学
校
平
成
29
年
度
第

68
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
在
校
生
や
来
賓
、
保
護
者
の
方
々
が

見
守
る
中
、
３
人
の
卒
業
生
が
新
た
な
門

出
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
が
始
ま
り
担
任
の
先
生
か
ら
呼
名
を

受
け
た
卒
業
生
は
一
人
ひ
と
り
し
っ
か
り

と
し
た
足
取
り
で
壇
上
へ
向
か
い
、
目
黒

信
浩
双
葉
中
学
校
長
が
卒
業
証
書
を
授
与

し
ま
し
た
。
目
黒
校
長
が
「
皆
さ
ん
に
は

本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の

応
援
団
が
つ
い
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
続
い
て
、　 

下
明
夫
教
育
長

が
教
育
委
員
会
告
辞
を
、
伊
澤
史
朗
町

長
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
在
校
生
を
代
表
し
て
２
年
生

の
大
高
滉
士
く
ん
が
「
先
輩
た
ち
の
優
し

さ
や
誰
に
で
も
わ
け
へ
だ
て
な
く
接
す
る

姿
を
私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
送
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
卒
業
生
を
代

表
し
て
野
村
遥
花
さ
ん
が
「
少
人
数
で
大

変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
双
葉
中
学
校
だ

か
ら
経
験
で
き
る
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
度
は
皆
さ
ん
が
双
葉
中

学
校
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く
番
で

す
」
と
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
答
辞
で
は

途
中
感
極
ま
り
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
る
場
面

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
卒
業
生
、
在
校
生
が
と
も
に

壇
上
に
上
が
り
「
旅
立
ち
の
日
に
」「
双

葉
中
学
校
校
歌
」
を
合
唱
し
、
式
の
終
了

後
に
は
幼
稚
園
児
、
小
学
生
が
盛
大
な
拍

手
で
卒
業
生
を
見
送
り
ま
し
た
。
卒
業
生

は
在
校
生
と
し
っ
か
り
握
手
を
し
、
贈
ら

れ
た
た
く
さ
ん
の
花
束
を
か
か
え
、
思
い

出
の
学
び
舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

－

双
葉
中
学
校　

第
68
回
卒
業
証
書
授
与
式

－

▲

卒
業
生
入
場

▲

合
唱

▲恩師、家族と記念撮影

▲
答
辞
を
述
べ
る
野
村
遥
花
さ
ん

▲

送
辞
を
述
べ
る
大
高
滉
士
く
ん

▲

卒
業
証
書
授
与

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
り
　

双
葉
中
学
校
に
あ
り

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
り
　

双
葉
中
学
校
に
あ
り

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
り
　

双
葉
中
学
校
に
あ
り

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
り
　

双
葉
中
学
校
に
あ
り

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
り
　

双
葉
中
学
校
に
あ
り
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広報ふたば 平成３０年４月

ふ
る
さ
と
双
葉
の
歴
史
を
立
体
映
像
で
体
験

ふ
る
さ
と
双
葉
の
歴
史
を
立
体
映
像
で
体
験

－

町
立
学
校

－

　

双
葉
町
で
は
、
現
在
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
事
業
と
し
て
町
内
震
災
遺
産
等
の
資
料

収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
東
北
大
学
の
支

援
に
よ
り
国
指
定
史
跡
「
清
戸

横
穴
」

の
３
Ｄ
（
立
体
映
像
）
測
量
を
行
い
、
２

月
22
日
に
町
立
学
校
で
児
童
・
生
徒
が
３

Ｄ
測
量
し
た
横
穴
を
視
聴
体
験
す
る
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
発
生

前
も
年
４
回
ほ
ど
し
か
一
般
公
開
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
清
戸

横
穴
で
す

が
、
現
在
は
帰
還
困
難
区
域
内
に
あ
り

実
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
町
立

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
町
の
歴
史
あ
る
史

跡
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
趣
旨
で
今
回
の
授
業
は
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

清
戸

横
穴
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ
と

生
徒
は
映
像
を
映
し
出
す
メ
ガ
ネ
型
や

ゴ
ー
グ
ル
型
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
装
着

し
、
３
種
類
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

（
仮
想
現
実
）
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
る

で
目
の
前
に
清
戸

横
穴
が
あ
る
よ
う
な

仮
想
現
実
を
体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
「
壁

に
ぶ
つ
か
り
そ
う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

体
験
後
に
１
年
生
の
奥
谷
郁
く
ん
は

「
先
生
か
ら
今
回
の
授
業
の
話
を
聞
い
て

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
目
の
前
に
あ

る
よ
う
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
機
会

が
あ
っ
た
ら
体
験
し
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

３Ｄプリンターで立体的に復元した清戸 横穴の１／１０の模型

ふ
る
さ
と
双
葉
の
歴
史
を
立
体
映
像
で
体
験

ふ
る
さ
と
双
葉
の
歴
史
を
立
体
映
像
で
体
験

ふ
る
さ
と
双
葉
の
歴
史
を
立
体
映
像
で
体
験

まずは、工作室で吉野常任学芸員か
ら清戸 横穴について説明を受け、
生徒は熱心に聞き入っていました。

ホワイトボードスクリーンに映し出
される映像を専用のメガネを通して
見ると立体的に見えます。

　

位
置
マ
ー
カ
ー
と
い
う
バ
ー
コ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の

に
囲
ま
れ
た
ブ
ー
ス
。
こ
の
位
置
マ
ー
カ
ー
を
ゴ
ー
グ

ル
型
の
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
見
る
と
、
ま
る
で
清
戸

横
穴
内
に
入
っ
た
よ
う
な
仮
想
現
実
体
験
が
出
来
ま

す
。
手
前
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
映
像
が

実
際
に
生
徒
に
見
え
て
い
る
映
像
で
す
。

手元のコントローラーを使ってテレビゲーム
のように清戸 横穴内・周辺を自由に移動で
きる装置。パソコンのモニターに実際に生徒
が見ている映像が写し出されます。

３Ｄムービー

ＶＲシステム

ＭＲシステム
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平成３０年４月

　

３
月
２
日
、
町
立
学
校
仮
設
校
舎
体
育

館
に
お
い
て
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

合
同
の
あ
り
が
と
う
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
集
会
は
在
校
生
が
力

を
合
わ
せ
て
企
画
・
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
し
物
を
通
じ
て
修
了
児
・
卒
業
生
に
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

会
が
始
ま
る
と
修
了
児
・
卒
業
生
は
在

校
生
が
作
る
花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
在
校

生
・
先
生
方
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
入
場
し

菊
池
泰
高
ふ
た
ば
幼
稚
園
長
兼
双
葉
南
小

学
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
在
校
生
代

表
の
大
高
滉
士
く
ん
の
「
お
ー
！
」
と
い

う
元
気
な
掛
け
声
で
出
し
物
が
始
ま
り
ま

し
た
。
出
し
物
は
、
手
作
り
の
メ
ダ
ル
と

贈
り
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、「
幸
せ
な
ら
手

を
た
た
こ
う
」の
歌
、在
校
生
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
入
り
の
テ
ー
プ
を
背
中
に
つ
け
て
卒
業

生
が
追
い
か
け
て
つ
か
ま
え
る
テ
ー
プ

鬼
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
出
さ
れ
た
テ
ー

マ
に
対
し
て
す
ば
や
く
順
番
を
入
れ
替
え

る
ゲ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
た
も
の
で
、
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で

は
戸
惑
い
を
見
せ
る
小
学
生
に
中
学
生
が

助
け
舟
を
出
す
場
面
も
見
ら
れ
、
園
児
・

児
童
・
生
徒
が
皆
で
協
力
し
あ
っ
て
進
行

し
て
い
ま
し
た
。

　

在
校
生
は
「
ず
っ
と
友
達
で
い
て
ね
」

「
い
つ
も
優
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
最
後
に

全
員
で
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
ビ

リ
ー
ブ
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
い
わ
き
市
錦
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
せ

ん
だ
ん
」
に
お
い
て
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
双
葉
町
婦
人
会
か
ら
戌
年
に

ち
な
ん
だ
犬
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
、
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
か
ら
お
内

裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま
の
手
芸
作
品
を
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
大
正
琴
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
大
正
琴
代
表

の
江
尻
京
子
さ
ん
は
「
今
日
は
ひ
な
ま
つ
り
な
の
で
、
少
し
で

も
桃
の
花
に
近
づ
け
る
よ
う
に
ピ
ン
ク
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て
き
ま

し
た
。
心
を
込
め
て
演
奏
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
や
「
荒

城
の
月
」
な
ど
全
７
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
腹
話
術
や
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
は
曲
を
聴
き
な
が

ら
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
手
を
動
か
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
会

場
に
は
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
つ
る
し
雛
や

ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
作
っ
た
甘

酒
も
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

▲

幼
稚
園
児
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲ 

花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
退
場
す
る
修
了

　

 

児
・
卒
業
生

▲

ビ
リ
ー
ブ
を
合
唱

▲

み
ん
な
仲
良
し
で
す

あ
り
が
と
う
集
会

あ
り
が
と
う
集
会

あ
り
が
と
う
集
会

あ
り
が
と
う
集
会

あ
り
が
と
う
集
会

－

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

－

ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
せ
ん
だ
ん

〜
双
葉
町
婦
人
会
・
Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
大
正
琴
・
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
〜

－

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

－
－

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

－
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広報ふたば 平成３０年４月

乳幼児健康診査と予防接種のお知らせ
平成３０年度（平成３０年４月～平成３１年３月）

☆ 乳幼児健康診査 ☆

☆ 予防接種 ☆

　現在、双葉町は福島第一原子力発電所事故による避難中のため、町での乳幼児健康診査を行っておりません。
　原発避難者特例法により、避難先自治体で受診していただくことができます。
　ただし、乳幼児健康診査については、健診対象月齢や実施方法が各自治体によって異な
りますので、詳しくは避難先自治体の母子保健担当部署にお問い合わせください。
　乳幼児健康診査をスムーズに受診するためにも、避難先の住所の変更があった場合は、
速やかに双葉町へ連絡をお願いします。

予防接種の種類 対象年齢 標準的な接種時期 接種回数

ヒブ
（インフルエンザ菌 b型）

生後２カ月から６０カ月
（５歳）に至るまで

初回接種時の月齢が２カ月～７カ月 全４回
（初回３回・追加１回）

初回接種時の月齢が７カ月～１歳 全３回
（初回２回・追加１回）

初回接種時の年齢が１歳～５歳 １回

小児用肺炎球菌 生後２カ月から６０カ月
（５歳）に至るまで

初回接種時の月齢が２カ月～７カ月 全４回
（初回３回・追加１回）

初回接種時の月齢が７カ月～１歳 全３回
（初回２回・追加１回）

初回接種時の年齢が１歳～２歳 ２回

初回接種時の年齢が２歳～５歳 １回

四種混合
（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

１期初回
生後６カ月から９０カ月
（７歳６カ月）に至るまで

生後３カ月～１歳 ３回

１期追加 １期初回（３回目）を終了してから
１年～１年半の間に接種 １回

二種混合（ジフテリア・破傷風） １１歳以上１３歳未満まで １１歳 １回

結核（ＢＣＧ） 生後 1歳に至るまで 生後５～８カ月 １回

Ｂ型肝炎 生後１歳に至るまで 生後２カ月～８カ月 ３回

麻しん風しん（ＭＲ）
１期 生後１歳から２歳に至るまで 満１歳 １回

２期 ５歳から７歳に至るまで 小学校就学前の１年間 １回

水痘
１回目

生後１歳から
３歳に至るまで

生後１歳～１歳３カ月 １回

２回目 １回目の接種が終了してから
６～１２月の間隔をあけて接種 １回

日本脳炎※
１期初回 生後６カ月から９０カ月

（７歳６カ月）に至るまで
３歳 ２回

１期追加 ４歳 １回

２期 ９歳から１３歳に至るまで ９歳 １回

　予防接種とは、ワクチンを接種して免疫をつくることにより、発病を予防したり、かかったとしても症状を
軽くしたりする方法です。感染症にかからないように、また、病気を流行させないためにも予防接種を受けて
免疫をつけましょう。

　赤ちゃんがお母さんからもらった抵抗力（免疫）は、成長とともに自然に失われるため、赤ちゃん自身で
免疫をつくって病気を予防する必要があります。その助けとなるのが予防接種です。
　子どもの定期予防接種は、法律で決められた予防接種で、接種料金は無料です。ただし、接種の対象時期
（対象年齢）が過ぎてしまうと費用が自己負担となりますのでご注意ください。

※日本脳炎の特例措置について
　 　２０歳未満で日本脳炎予防接種が完了していない方は、特例措置として接種することができます。母子手帳等を確認の上、
未接種の方は接種してください。（Ｈ８．４．２～Ｈ１９．４．１生まれの方が対象です）

［子どもの定期予防接種］
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平成３０年４月

予防接種の種類 対象年齢 接種回数

高齢者インフルエンザ

・ 接種日の年齢が６５歳以上の方
・ ６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の
機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有す
る方（障害者手帳１級程度）

１回

高齢者肺炎球菌

・ 平成３１年３月３１日時点の年齢が６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・
８５歳・９０歳・９５歳・１００歳の方
・ ６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の
機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有す
る方（障害者手帳１級程度）
※ 今までに肺炎球菌ワクチンを接種したことのある方は対象となり
ません。

１回

予防接種の種類 対象者 助成内容

小児インフルエンザ

生後６カ月～１３歳未満
・ １回の接種につき２,０００円を上限
として助成
・助成回数：２回まで

１３歳～中学３年生
・ １回の接種につき２,０００円を上限
として助成
・助成回数：１回

成人風しん
接種当日に双葉町に住民票のある方で、
［妊娠を予定または希望している女性］
もしくは［妊娠している女性の配偶者］

・ 接種費用の全額を助成
・助成回数：１回

○福島県内にお住まいの方
　・県内の予防接種実施医療機関で接種が受けられます。
　・予診票がお手元に無い場合には、予診票を交付しますので健康福祉課健康づくり係へご連絡ください。

○福島県内にお住まいの方
　・県内の予防接種実施医療機関で接種が受けられます。
　・接種時期になりましたら、町から予診票等をお送りいたします。

申請書をホームページからダウンロードして、必要書類を添えて健康福祉課健康づくり係へ申請して
ください（申請書を郵送することも可能ですので、健康福祉課健康づくり係へご連絡ください）。

◆接種方法 … 福島県内と福島県外とで接種方法が異なります。

◆接種方法 … 福島県内と福島県外とで接種方法が異なります。

申請方法：

○福島県外にお住まいの方
　・原発避難者特例法により、避難先自治体で接種を受けることができます。
　・ 避難先自治体の予防接種担当部署にお問い合わせください。なお、町からの

依頼書等が必要な場合には、健康福祉課健康づくり係へご連絡ください。

○福島県外にお住まいの方
　・原発避難者特例法により、避難先自治体で接種を受けることができます。
　・ 避難先自治体の予防接種担当部署にお問い合わせください（接種費用がかかった場合には、申請によりお

戻しします）。なお、町からの依頼書等が必要な場合には、健康福祉課健康づくり係へご連絡ください。

　これらの予防接種は、希望される方に対して実施するものですので、接種の義務はありません。接種を
希望される方は、効果や副反応などについて、十分理解したうえで、医師と相談し接種を行ってください。

　町では、小児インフルエンザと成人風しんの予防接種に対する助成を実施しています。

［高齢者の予防接種（インフルエンザ・肺炎球菌）］

［任意予防接種の接種費用の助成］

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５
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広報ふたば 平成３０年４月

　

２
月
18
日
、
19
日
、
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
に
お
い
て
、
新
山
行
政
区
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
各
地
か
ら
地
区
住
民
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
全
員
に
よ
る
黙
と
う
に
続
き
、
冨
沢

信
一
区
長
が
「
今
回
、
新
山
地
区
も
双
葉
町
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
ま
ち
な
か
再
生
ゾ
ー

ン
と
な
り
、
平
成
34
年
春
頃
ま
で
に
被
災
家
屋

等
の
解
体
を
お
こ
な
う
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

解
体
の
有
無
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
自
分
た
ち
の
将
来
の
こ
と

を
考
え
て
決
断
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
渡
邉
善
行
さ
ん
を
選
出
し

て
議
事
に
入
り
、
平
成
29
年
度
業
務
報
告
、
収

支
報
告
、
新
山
共
同
墓
地
損
害
賠
償
金
、
新
山

行
政
区
規
約
改
正
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
墓
地
賠
償
金
は
墓
地
に

関
す
る
整
備
費
と
し
て
留
保
し
て
お
く
こ
と
、

規
約
改
正
に
つ
い
て
は
、
定
時
総
会
は
年
に
１

度
の
開
催
か
ら
２
年
に
１
度
の
開
催
と
す
る
こ

と
、
ま
た
新
た
に
大
字
所
有
財
産
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
追
加
条
項
な
ど
が
、
全
て
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
「
復
興
拠
点
ま
ち
な
か
再
生

ゾ
ー
ン
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
伊
澤
史
朗
町

長
の
講
演
が
あ
り
「
避
難
指
示
解
除
を
し
た
の

で
皆
さ
ん
に
戻
れ
と
か
、
そ
の
よ
う
な
強
制
を

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
ま

ず
一
人
で
も
戻
り
た
い
と
い
う
人
が
い
る
以

上
、
戻
れ
る
環
境
整
備
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
「
解
体
除
染
に
係
わ
る
片
付
け
の
お
手

伝
い
」
に
つ
い
て
東
京
電
力
福
島
復
興
本
社
の

担
当
者
の
方
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
い

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
新
山
地
区
の
除
草

作
業
の
復
興
活
動
作
業
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
伊
澤
町
長
、
武
内
裕
美
総
括
参

事
に
も
出
席
を
頂
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
な
か
で
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
近
況

な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
の
鍵
引
渡
し
式

　

２
月
26
日
、
福
島
県
が
い
わ
き
市
勿
来

町
酒
井
地
区
に
整
備
を
進
め
て
い
た
「
復

興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
」
の
鍵
引
渡

し
式
が
同
団
地
内
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
施

設
に
お
い
て
行
わ
れ
、
約
10
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
鍵
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
の
は

３
月
１
日
か
ら
入
居
を
開
始
し
た
木
造
戸

建
て
住
宅
（
第
１
住
区
）
で
す
。
式
で
は

安
田
博
道
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
伊
澤
史
朗
町
長

が
「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
た
め
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
仮
設
住
宅
、

借
上
げ
住
宅
で
の
先
が
見
え
な
い
暮
ら
し

を
送
っ
て
い
る
避
難
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
安
定
し
た
住
居
の
確
保
が
何
よ
り
も

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
町
民
が
避
難
す
る
い
わ
き
市
勿
来
町

酒
井
地
区
に
今
回
待
望
の
復
興
公
営
住
宅

が
完
成
し
、
入
居
で
き
る
運
び
と
な
っ
た

こ
と
は
避
難
者
の
皆
さ
ま
が
、
今
後
の
生

活
再
建
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
機
会
と
な
る
も
の
で
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
、
続
い
て
佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
も

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

入
居
者
代
表
と
し
て
、
大
森
泰
仁
さ
ん

（
渋
川
）
が
鍵
を
受
け
取
り
、
大
森
さ
ん
は
、

入
居
す
る
木
造
戸
建
て
住
宅
の
前
で
愛
犬

を
抱
い
て
「
や
っ
と
落
ち
着
け
た
。
愛
犬
の

散
歩
を
し
た
り
農
作
業
を
し
た
り
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
に
は

居
住
施
設
と
し
集
合
住
宅
・
木
造
戸
建
て

住
宅
・
木
造
長
屋
（
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
）
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

双
葉
町
は
、
こ
の
地
域
を
町
外
拠
点
と

位
置
付
け
、
共
用
施
設
を
し
て
郡
立
勿
来

診
療
所
、
双
葉
町
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
施

設
・
集
会
所
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
商
業
施
設
も
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

新
山
行
政
区
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平成３０年４月

双葉中学校「昭和４８年度卒業生」の皆さんへ双葉中学校「昭和４８年度卒業生」の皆さんへ 還暦祝会開催のご案内

　還暦を祝う会及び厄払いの準備が整いました。
　事務局では、還暦を祝う会の詳細案内に際し５月末までに同級生の居所情報等を把握する必要があります。現
在、避難等で連絡を取ることが困難な状況から、この記事を見られた方、並びにこの記事を見られる環境にない
方につきましては、ご家族から内容をお知らせいただき、下記連絡先までご一報をお願いします。
　また、連絡の取れる方同士でお互いに声をかけ合っていただき、お一人でも多くのご参加をお待ちしています。

－ 昭和３３年４月２日から昭和３４年４月１日に生まれた皆さまへ －

双葉中学校「昭和４８年度卒業生」の皆さんへ

◇日　時：

◇場　所：

◇会費等：

【連絡先】昭和４８年度双葉中学校卒業生有志
＜代表幹事＞

＜幹　　事＞

伊　　哲雄　（優先連絡先）
　　　　　　☎０８０－６２９５－４５０１

　下　明夫　☎０８０－９５０１－３６９１
伊澤　郁夫・田中　重一
堀内　弘志・橘内　悦子（旧姓：佐々木）
北崎　周子（旧姓：柏崎）・板倉　幸美（旧姓：島田）

平成３０年８月２５日（土）
　　　　　　～２６日（日）
いわきワシントンホテル椿山荘
福島県いわき市平字一町目１番地
☎０２４６－３５－３０００
会費及び集合時間等は、参加希望者へ
別途お知らせします。

◇日　時：
◇参加費：
◇会　場：

千葉ひまわり会の交流会を計画しています。皆さまのご

参加をお待ちしています。

【申し込み・問い合わせ先】
・千代田　信一（羽鳥）
　（１９時以降にご連絡ください）

☎０９０－９４２２－０５９３

・松浦　トミ子（鴻草）☎０９０－３３３４－３９８４

千葉ひまわり会

４月１３日（金）１１時００分 ～
２,５８０円（予定）（昼食代）
「つくみ」
柏高島屋ステーションモールＳ館専門店　７階
・ＪＲ・東武線　柏駅　西口より徒歩１分

◇集　合：１０時４５分　ＪＲ柏駅みどりの窓口前

※定員になり次第締め切りとさせていただきます。
※双葉町以外から避難している方もご参加いただけます。
※ご不明な点などがあれば、お気軽にお電話ください。

千葉ひまわり会交流会「また逢う日まで」

◇申し込み締め切り：４月６日（金）

お知らせ

平成３０年度の通常総会を開催いたしますので、会員各位のご出席をお願い致します

いわき・まごころ双葉会からのお知らせ

開催日時：
開催場所：

総会内容：

当日、年会費２,０００円の納入を願います。

【問い合わせ先】
会　長　木幡　智清　☎０９０－７６６６－３１１６
副会長　石田　　翼　☎０８０－５５６９－１７７５

副会長　横山　勝朗　☎０９０－３９８２－４８６８
事務局　大橋　庸一　☎０９０－４３１３－３３６９

４月１４日（土）９時００分 ～１２時００分
好間公民館
いわき市中好間字中川原２９－１
（☎０２４６－２２－７５４０）

・来賓あいさつ
・総会議事
・「心にしみる」アトラクションお楽しみに…
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広報ふたば 平成３０年４月

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場の輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

◇輸送について（３月１５日現在）

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り

相馬市 ８，０８５
浜通り

飯舘村 ２２，２２０

中通り

本宮市 １１，８６８

南相馬市 ２２，５７８ 葛尾村 １１，３５４ 川俣町 １５，３４７

新地町 １，９１９

中通り

伊達市 １３，９７０ 桑折町 ８，６４７

浪江町 ２５，９９１ 二本松市 ３４，９１９ 国見町 ６，０９３

双葉町 ３８，１２８ 福島市 １４，７１８ 大玉村 ５，７５７

計 ２４１，５９４

　この補助金は、県代表等としてアマチュア大会に出場するときにかかる経費の一部を

補助するものです。該当する方は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】 双葉町教育委員会　教育総務課生涯学習係 ☎ ０２４６－８４－５２１０

双葉町文化・スポーツ振興補助金について

① 文部科学省等公共機関が主催する大会又はそれに準ずる大会
② 地方ブロック大会以上の大会及び国際大会

〈対象となる大会　次のいずれにも該当する大会〉

① 文化大会（合唱、吹奏楽、演劇、弁論大会等）
② スポーツ大会（ スポーツ少年団主催大会、国体、日本選手権、インターハイ等

及びこれらに係る地方ブロック大会）

〈部　門〉

○ 地方ブロック大会及び全国大会
○ 国際大会　　　　　　　　　　

１人　１０，０００円
１人　２０，０００円

〈補助額〉

県代表等として選抜され大会に出場する双葉町民

〈対象となる方〉

○ 大会開催要項
○ 出場したことが証明できる書類（メンバー表等）　

〈必要書類〉

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算してあります。

20



　双葉町民が一時帰宅をする際の宿泊施設として利用ができました、浪江町の宿泊施設「ホテルなみ
え」が平成３０年３月３１日をもって営業を終了しました。
　当初は浪江町民のために整備された宿泊施設でしたが、双葉町民にも開放され、特に遠隔地の避難
者が多く利用し、負担軽減や限られた立入時間の有効活用に大きな役割を果たしました。
　このホテルなみえの営業終了に伴い、４月以降の一時立入の際に浪江町で宿泊する場合は、民間の
宿泊施設や平成３０年６月のオープンを目指して現在整備が進められている「福島いこいの村なみえ」
があります。
　「福島いこいの村なみえ」はログハウスタイプの宿泊施設で、大浴場も設置されます。
　一時帰宅を行う際はぜひご利用ください。

ホテルなみえ営業終了のおしらせホテルなみえ営業終了のおしらせ

【問い合わせ先】 ☎０２４０－３４－０２４７浪江町　産業振興課

ホテルなみえ営業終了のおしらせホテルなみえ営業終了のおしらせホテルなみえ営業終了のおしらせ

平成３０年４月

　平成３１年度末に予定されているＪＲ常磐線全線開通に向けて第一前田川橋梁の修復

工事が完成しました。

（東日本大震災直後の様子） 現在（平成３０年２月１６日撮影）

修復工事を行いました   ～第一前田川橋梁～
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広報ふたば 平成３０年４月

①  ふたばアプリのアイコン（画像）を軽くタッチ

② ふたばチャンネルのアイコン（画像）を軽く

　 タッチ

③ ありがとうメッセージのアイコン（画像）を

　 軽くタッチ

④  見たい動画の右側「詳しく見る」のボタンを

　 軽くタッチ

町ホームページの
ＱＲコード

～双葉町からありがとうの気持ちを全国へ～～双葉町からありがとうの気持ちを全国へ～～双葉町からありがとうの気持ちを全国へ～～双葉町からありがとうの気持ちを全国へ～～双葉町からありがとうの気持ちを全国へ～

　「双葉町ありがとうメッセージ」プロジェクトは町職員と町復興支援員広報チームが

意見交換会を実施した際に出た「東日本大震災発生後の混乱の中で物心両面にわたる多

くのご支援をくださった全国の皆さまが、今どのように過ごしているのか気になる方も

いるのではないか」という意見を元に開始したプロジェクトです。平成２９年８月から

各イベント会場などで「双葉町から支援に対するありがとうを全国へ伝えませんか」と

呼びかけし、約５０人の町民の方々からメッセージを寄せていただきました。今までい

ただいたさまざまな支援を思い出し、その時に感じた感謝の気持ち「ありがとう」を改

めてメッセージにした動画を３月１２日から町公式 YouTube チャンネルにて公開し

ています。

１ ２ ３

４
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平成３０年４月

◆ 消防署からのお願い ◆ 放火にご注意を！

双葉町社会福祉協議会
～ ４月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1） ☎ 080 －6033 －1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。
郡山市喜久田公民館
（喜久田町堀之内字下河原1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 　4月23日（月） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 ☎ ０２４－９７３－５２９１

自分の家族や大切なものを守るためにも

放火をされない環境作りをお願いします！

全国の火災の出火原因

第１位は「放火」です。

放火をされないための６つの約束
１ ゴミは収集日の朝に出す。
２ 家の周りに燃えやすいものを置かない。
３ 物置などには必ずカギをかける。
４ 家の周りをライトなどで明るくする。
５ ポストには新聞などをためない。
６ 近所の方と協力をする。

・浪江消防署　☎０２４０－３４－７３６０
・富岡消防署　☎０２４０－２５－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

23 広報ふたば



【問い合わせ先】 法務省 ☎ ０３－３５８０－４１１１（代）

広報ふたば 平成３０年４月

　平成２９年５月以降「少額消費料金未納に関する訴訟最終告知のお知らせ」、「総
合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」などと題し、「裁判取り下げの相
談に乗る」等と書かれたはがきが送付されているとの情報が法務省に多数寄せら
れており、実際に多額の金銭的被害も発生しております。
　差出人は「法務省管轄支局 国民訴訟通達センター」、「法務省管轄支局 民事訴
訟管理センター」、「法務省管轄支局 民間訴訟告知管理センター」、「法務省管轄
支局 国民訴訟お客様管理センター」などと記載されていますが、これらの団体と
法務省とは一切関係がありません。
　文面は、財産の差し押さえを強制的に執行する等と不安をあおり、本人からの
連絡を求める内容になっており、書かれている電話番号に連絡をすると、弁護士
等の紹介費用と称し、収納代行サービスやプリペイドカード等を利用させて金銭
をだまし取るといった手口が報告されています。
　なお、はがきの裏面には、文面が見えないようにシールが貼付されている場合
もあります。
　 対処方法としては、はがきに書かれている電話番号等には「絶対に連絡しない」
ようにし、「相手にしない」ことが大切です。それでも、不安に感じる場合には、
お住まいの自治体の消費生活センターや警察等に御相談ください。

架空請求はがきの例

法務省の名称等を不正に使用した法務省の名称等を不正に使用した
架空請求により被害が発生しています架空請求により被害が発生しています
法務省の名称等を不正に使用した法務省の名称等を不正に使用した

架空請求により被害が発生しています架空請求により被害が発生しています
法務省の名称等を不正に使用した

架空請求により被害が発生しています
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平成３０年４月
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い
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の
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か
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に
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町
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社
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ー

ル
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し
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そ
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内
か
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し
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た
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で
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改
め
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深
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申
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す
。

　

そ
れ
か
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間
も
な
く
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津
波
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来
襲
し
、
海
岸
の
防
災
林
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一
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で
波
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呑
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れ
て
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え
な
く
な
る
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２
階
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か
ら
確
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き
ま
し
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翌
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川
俣
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に
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難
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よ
う
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と
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で
し
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８
８
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郡
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向
い

走
行
し
た
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で
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田
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。
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な
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２
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。
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体
育
館
で
は
暖
房
に
な
ら
ず
寒
さ
が
身
に
染
み
る
思
い
で
し
た

が
、
す
ぐ
隣
に
「
同
窓
会
館
」
が
あ
り
移
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
暖
か
い
部
屋
で
助
か
り
そ
の
上
、
元
職
場
の
同
僚
と
も
会

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
日
の
昼
食
後
に
、
家
内
の
甥
か
ら
電
話
で
「
す
ぐ
迎
え

に
行
く
」
と
の
連
絡
が
あ
り
須
賀
川
市
の
警
察
官
ア
パ
ー
ト
の

１
室
で
約
半
年
過
ご
し
、
そ
の
後
民
間
の
ア
パ
ー
ト
に
移
住
し

ま
し
た
。
そ
の
際
に
ア
パ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
夜
具
を
全

て
あ
げ
ま
す
の
で
押
入
れ
の
布
団
を
全
部
持
参
す
る
よ
う
に
」

と
あ
た
た
か
い
対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
オ
ー
ナ
ー

の
事
務
所
へ
謝
礼
に
参
り
ま
し
た
が
、
従
業
員
数
は
10
人
位
の

女
性
経
営
者
で
し
た
。

　

須
賀
川
市
の
ア
パ
ー
ト
に
は
３
年
位
お
世
話
に
な
り
、
そ
の

後
い
わ
き
市
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
再
び

オ
ー
ナ
ー
様
へ
家
内
と
共
に
あ
い
さ
つ
に
ま
い
り
現
在
に
至
り

ま
し
た
が
、
須
賀
川
市
で
の
避
難
生
活
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
多
数
の
方
々
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
援
助
を

頂
き
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
恩
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
生
き
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
災
害
関
連
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◯ 

北
の
風　

如
月
の
節　

去
り
た
る
に

◯ 

梅
の
香
を　

嗅
ぐ
も
背
筋
の　

そ
ヾ
ろ
寒
む

◯ 

春
立
つ
も　

コ
ー
ト
の
襟
立
て　

背
を
丸
め

◯ 

振
り
返
り　

見
て
も
付
け
た
る　

跡
も
な
く

　

 

重
ね
し
歳
の　

軽
さ
短
さ

◯ 

暮
れ
染
む
る　

茜
の
空
の　

目
に
沁
み
て

　

 

明
日
と
言
う
字
を　

手
の
平
に
書
く

◯ 

ひ
な
飾
り　

幼
好
み
で　

席
を
替
え

◯ 

春
の
陽
の　

ポ
ー
ッ
ト
ひ
と
撫
で　

猫
柳

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

（平成30年 2月 28日現在）

・福島県内に避難されている方 4,081人
2,830人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

人のうごき３月分 敬称略

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

白岩　ハル ８６ 2月 12日 中　田

羽山イツ子 ９８ 2月 18日 細　谷

　田　フミ ９４ 2月 19日 長塚一

渡邉　豊光 ９０ 2月 20日 長塚一

【
随
想
】 

あ
の
日
は
忘
れ
な
い
。

古
室　

仁
（
浜
野
）

平
成
30
年
３
月

25 広報ふたば

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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平成３０年４月

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
の
出
会
い
と
進
学

　

小
学
生
に
な
っ
た
頃
、
姉
た
ち
の
影
響
も
あ
っ

て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

小
学
３
年
の
と
き
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
ま

し
た
。
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
、
大
会
で
も

勝
ち
進
む
よ
う
に
な
り
、
東
北
地
区
大
会
で
上
位

に
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
中
学
生

に
な
っ
て
か
ら
、
福
島
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
た
り
、
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
で
の
優
勝
や
、
全
国
中

学
生
大
会
で
は
、
個
人
で
３
位
、
ダ
ブ
ル
ス
で
ベ

ス
ト
８
入
り
す
る
な
ど
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

中
学
卒
業
後
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
強
豪
校
で
あ

る
文
化
学
園
大
学
杉
並
高
等
学
校
（
東
京
・
杉
並

区
）
に
進
学
す
る
た
め
故
郷
を
離
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
中
学
校
の
卒
業
式
当
日
に
発
生
し
た
原
発

事
故
に
よ
り
、
避
難
に
よ
っ
て
町
を
出
る
こ
と
に

な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
ラ
ン
プ
を
乗
り
越
え
実
業
団
へ

　

高
校
入
学
後
、
１
年
生
の
関
東
地
区
大
会
で
優

勝
す
る
な
ど
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が

２
年
生
で
は
思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
ず
、
ス
ラ

ン
プ
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
自
ら
を
見

直
し
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
気
持
ち
に
リ

セ
ッ
ト
で
き
た
た
め
か
、
３
年
生
で
は
個
人
・
団
体

と
も
に
善
戦
し
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

競
技
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
意
味
で
充
実

し
た
１
年
と
な
り
、
卒
業
後
は
実
業
団
に
進
み
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
広
島
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
幅
広
い
概
念
へ
の
気
づ
き

　

実
業
団
で
活
動
す
る
中
、
競
技
能
力
の
向
上
や

試
合
の
勝
敗
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生
に
お
け

る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
存
在
や
、
活
動
拠
点
と
す
る
地

域
と
の
繋
が
り
な
ど
、
よ
り
広
い
意
味
で
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
、
同
じ
広
島
県
内
で
日
本
初
と
な
る
地
域

密
着
型
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
「
ど
ん
ぐ
り
北
広

島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
同
ク
ラ
ブ
を
主
催
す
る
財
団
や
指
導
者
の

活
動
や
理
念
に
共
感
し
た
た
め
、
平
成
27
年
に
移

籍
し
、
現
在
、
北
広
島
町
内
の
宿
泊
施
設
「
ア
ザ

レ
ア
千
代
田
」
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら

練
習
に
打
ち
込
む
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
少
し
で
も
明
る
い
話
題
を

　

昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ

毎
月
の
ペ
ー
ス
で
試
合
に
出
場
し
て
い
ま
す
が

年
明
け
以
降
５
大
会
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
ふ
る
さ

と
・
双
葉
町
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
出
会
っ
た
か
ら

こ
そ
で
す
。
双
葉
町
を
離
れ
て
活
動
す
る
日
々
は

続
き
ま
す
が
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
の

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
明
る
い
話
題
を
届
け
る
こ
と

に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　広島県北広島町

（渋川）

半谷 美咲さん

はんがい        みさき

27 広報ふたば
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思
わ
ぬ
「
会
津
暮
ら
し
」

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
後
、
小
学
校
教
諭
を
務

め
る
両
親
の
勤
務
の
関
係
で
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

私
た
ち
一
家
は
会
津
若
松
市
内
で
の
生
活
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
中
学
２
年
の
新
学
期
か
ら
会
津
若

松
市
立
若
松
第
二
中
学
校
に
転
入
し
ま
し
た
が
、
避

難
当
初
、
ま
さ
か
中
学
校
卒
業
ま
で
会
津
で
過
ご
す

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

再
び
の
浜
通
り
生
活

　

私
の
高
校
進
学
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
私
た
ち
一

家
は
生
活
拠
点
を
い
わ
き
市
内
に
移
す
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
高
校
は
県
立
磐
城
高
校
に
進
み
ま
し
た
。

避
難
後
数
年
間
で
福
島
県
内
を
「
東
西
に
横
断
一
往

復
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
わ
き
市
は
ふ
る
さ
と
に

近
く
同
じ
よ
う
な
気
候
の
た
め
、
何
か
ほ
っ
と
し
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
は
総
じ
て
充
実
し
て
い
ま
し
た
が
高

校
２
年
生
の
と
き
体
調
を
崩
し
が
ち
に
な
り
、
登

校
し
て
も
調
子
が
思
わ
し
く
な
い
た
め
、
度
々
保

健
室
の
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
思
え
ば
高
校
生
活
も
折
り
返
し
を
迎
え
、
進
学

に
向
け
方
向
を
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
と
重
な
り
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難

し
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
聞
社
主
催
の
「
復
興
大
使
」
に
委
嘱
さ
れ

　

高
校
在
学
中
、
福
島
民
報
社
か
ら
復
興
大
使
の
一

人
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
、
県
外
で
、

本
県
に
お
け
る
原
発
事
故
を
含
め
た
震
災
被
害
、
復

旧
復
興
の
現
状
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
を
通
し
て
出
向

い
た
先
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

活
動
の
中
で
、
福
岡
、
熊
本
な
ど
九
州
を
訪
問

し
た
と
き
、
地
勢
的
に
離
れ
て
い
る
せ
い
か
、
被

災
の
現
状
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
が
、
訪
問
後
、
熊
本
地
震
が
発

生
し
た
時
に
は
、
他
人
事
と
は
思
え
ず
被
災
地
に

向
け
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

災
い
転
じ
て
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
進
路

　

保
健
室
の
お
世
話
に
な
っ
た
と
き
、
非
常
事
態
に

あ
る
私
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
く
れ
た
養
護
の
先

生
の
姿
に
心
を
動
か
さ
れ
、
高
校
３
年
に
な
り
大
学

進
学
に
向
け
て
本
腰
を
入
れ
始
め
た
中
、
養
護
教

諭
を
目
指
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

養
護
教
諭
に
な
る
方
法
は
複
数
あ
り
ま
す
が

保
健
看
護
系
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
い
の
が
実

情
で
す
。
し
か
し
、
養
護
教
諭
の
仕
事
に
つ
い
て

あ
く
ま
で
私
は
「
教
育
が
メ
イ
ン
」
と
考
え
て
い

る
た
め
、
全
国
で
も
数
少
な
い
養
護
教
諭
養
成
課

程
が
あ
る
千
葉
大
学
教
育
学
部
を
目
指
し
ま
し

た
。
課
程
の
募
集
定
員
も
35
名
前
後
と
少
な
い
難

関
で
し
た
が
粘
り
強
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
現
在

同
学
部
の
２
年
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
、
久
し
ぶ
り
に
ふ
る
さ

と
の
仲
間
と
再
会
し
ま
し
た
が
、
将
来
は
福
島
県

内
に
戻
り
養
護
教
諭
と
し
て
働
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

●避難先●
　千葉県千葉市

（新山）

井戸川 みな美 さん
いどがわ        　　   み
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晴
天
が
多
く
ま
る
で
別
世
界

　

会
津
坂
下
町
の
出
身
で
、
東
京
電
力
㈱
に
就
職

し
て
福
島
第
一
原
発
に
勤
務
に
な
っ
た
た
め
、
双

葉
町
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
福

島
県
内
と
は
い
え
出
身
地
は
雪
国
な
の
に
対
し

真
冬
で
も
ほ
と
ん
ど
晴
天
で
滅
多
に
雪
が
降
ら
な

い
双
葉
町
は
、
ま
る
で
別
世
界
で
し
た
。

　

家
庭
を
持
ち
子
ど
も
を
育
て
、
ふ
く
し
ま
駅
伝

に
も
初
回
大
会
か
ら
双
葉
町
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
参
加
し
、
人
生
の
大
半
を
過
ご
す
な
ど
、
私
た

ち
一
家
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と
は
双
葉
町
で
す
。

犬
好
き
が
高
じ
て
「
五
十
の
手
習
い
」
へ

　

原
発
事
故
で
避
難
後
、
当
時
中
学
生
だ
っ
た
娘

を
実
家
に
預
け
、
単
身
赴
任
生
活
を
続
け
て
い
ま

し
た
が
、平
成
26
年
に
勤
務
先
を
退
職
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
一
家
は
長
年
犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
特

に
娘
は
犬
好
き
で
、
犬
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
ト

リ
マ
ー
サ
ロ
ン
な
ど
の
店
を
持
つ
の
が
夢
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
高
校
卒
業
後
、
仙
台
市
内
に
あ

る
ペ
ッ
ト
ト
リ
マ
ー
を
養
成
す
る
専
門
学
校
に
進

み
ま
し
た
が
、
娘
と
と
も
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
社
会
人
向
け
に
ト
リ
マ
ー
養
成
講

座
が
あ
る
専
門
学
校
に
通
い
始
め
、
50
歳
を
過
ぎ

て
の
手
習
い
と
な
り
ま
し
た
。

「
親
子
起
業
」
と
な
っ
た
ト
リ
マ
ー
サ
ロ
ン

　

父
子
と
も
に
専
門
学
校
を
修
了
し
、
郡
山
市
内

に
店
舗
兼
自
宅
を
建
て
ト
リ
マ
ー
サ
ロ
ン
開
業
に

向
け
た
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
起
業
に
あ
た
っ
て

両
親
や
息
子
た
ち
か
ら
は
消
極
的
な
意
見
を
も
ら

い
ま
し
た
が
、
多
少
の
不
安
は
あ
っ
て
も
一
歩
を

踏
み
出
す
と
い
う
決
心
の
も
と
、
昨
年
12
月
、
開

業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

　

開
業
か
ら
４
カ
月
が
経
ち
、
お
客
様
も
徐
々
に

増
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
郡
山
市
は
人
口
も

多
く
市
場
が
大
き
い
反
面
、
同
業
者
も
多
数
存
在

し
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
完
全
予
約
制
で
送
迎
を

行
い
、
お
預
か
り
し
た
わ
ん
ち
ゃ
ん
の
性
格
に
合

わ
せ
た
施
術
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

１
日
に
何
頭
も
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
父
子
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
じ
っ
く
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ドッグサロン

〒963-0105　郡山市安積町長久保４－１－４０〒963-0105　郡山市安積町長久保４－１－４０
（電話・ＦＡＸ）０２４－９０１－９５９７（電話・ＦＡＸ）０２４－９０１－９５９７
（ホームページ）（ホームページ）http://www.dog-salon-asaka.comhttp://www.dog-salon-asaka.com
（ｅ－ｍａｉｌ）（ｅ－ｍａｉｌ）info@dog-salon-asaka.cominfo@dog-salon-asaka.com
【営業時間】１０：００～１８：００【営業時間】１０：００～１８：００
【定休日】毎週月曜日・祝日【定休日】毎週月曜日・祝日

白井 文人 さん代 表

●避難先●
　福島県郡山市

スタッフで長女の美帆さんとともにスタッフで長女の美帆さんとともに

しらい    ふみひと

アサカ

スタッフで長女の美帆さんとともに

（長塚二）
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　ぼくの将来の夢は、２年前の集まれふたばっ子で発表した時と変わら
ず、ゲームクリエイターになることです。転校した学校で、友達と仲良く
なるきっかけが、ゲームの話でした。そんな楽しいゲームを、ぼくも作って
みたいと思いました。将来の夢のために、いろいろなことにチャレンジす
ると決めて、小学校では太鼓やマラソンなど、一生けん命がんばりました。
　４月からは中学生になります。勉強も難しくなり、部活動も始まりま
す。陸上部に入り兄と同じように、県大会に出場できるようがんばりたい
です。
　これからも、いろいろなことにチャレンジして、楽しい中学校生活を送
りたいです。

広報ふたば 平成３０年４月

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
う
言
い
伝
え
に
あ
る
と
お
り
、
日
増
し

に
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
、
桜
の
開
花
が
待
た
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
お

住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て
は
桜
が
咲
き
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
３
月
13
日
に
行
わ
れ
た
双
葉
中
学
校
卒
業
式
終
了
後
の

卒
業
生
お
見
送
り
の
場
面
で
す
。
ふ
た
ば
幼
稚
園
の
園
児
、
双
葉
南
北
小
学

校
の
児
童
、
双
葉
中
学
校
在
校
生
に
盛
大
な
拍
手
で
見
送
ら
れ
た
卒
業
生
は

一
人
ひ
と
り
の
手
を
し
っ
か
り
握
り
、
言
葉
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

取
材
を
し
て
い
る
と
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
取
材
内
容
以
外
で
も
双
葉
町

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
す
。
と
て

も
貴
重
な
情
報
ば
か
り
で
私
だ
け
が
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
は
も
っ
た
い
な

い
、
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
は
町
民
の
皆
さ
ま

主
体
の
情
報
発
信
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ふ
る
さ
と
絆
通
信

を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
の
こ
と
を
記
録
と
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ 

編
集
後
記 

－

郡山市立安積第二小学校　６年　　　　　　　くん（下条）坂
さかもと

本　諒
りょうすけ

介

ふくしまあじさい会、県北ふたば会
交流会に参加した幼馴染の渡邉　喜
さん（鴻草・左）と志

し が

賀仁
ひとし

さん（鴻草・
右）の笑顔です。
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